
■2025年度の主な成果

 既存インフラへの適用を踏まえた技術開発  二重配管方式水素輸送システムの安
全性評価研究

 水素供給モデルの需要及び計量方法に
関する調査

 二重配管方式の輸送管の国内サプライ
チェーン構築

 研究実証フィールド調整/提供・都事業
連携

フィールド1.東京都臨海副都心共同溝
臨海副都心共同溝は、東京都港湾局が所管する行
政財産であり、ライフライン(電気、ガス、通信、地域冷
暖房用熱供給管等)が収容されている。共同溝は将来
のエネルギー需要拡大も見込んだ本体構造としているた
め、水素配管を敷設・検証するフィールドとして提供。

フィールド2.中央防波堤外側埋立地
東京都港湾局が管理する埋立てエリアの一角を提供。
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■課題と今後の取組 ■実用化・事業化の見通し

事業イメージ

事業目的

事業期間

事業目標

水素社会を実現していくために、水素サプライチェーンにおける水素輸送コ
ストの低減が不可欠である。特に欧州では水素パイプラインの構築が始まろ
うとしており、我が国においても水素インフラの構築が急務である。
そこで本事業では、市街地内における小口需要家向けの中低圧供給を対

象に、水素輸送コスト低減化(パイプライン敷設コスト削減、工期縮減、リス
ク低減)のため、既存地下インフラを活用した水素配管新技術(二重配管方
式等)による無付臭での水素供給の実現をめざす。

2025年度～2027年度

『二重配管方式＋複合検知手法』の技術要素①付臭にかわる水素漏洩検知手法の確立
「付臭と同等の保安措置」の要件を満たすシナリオと対応策案を整理、評

価方針を確立、安全確保のための漏洩検知・安全対策案を提案し安全性
検証等を実施。保安確保の根拠となるデータ収集を実施。

②多様な地下空間に適用可能な水素供給事業モデルの構築
経済成立性及び普及展開可能性、事業化時に必要な計量方法等、二

重配管方式の輸送管性能評価に向けた取組等。

既存地下インフラへ可とう性を
有する樹脂管を敷設し、市街
地における水素供給を実施。

※ 家庭部門の厨房・調理器
具・給湯器等は対象外

（当面は安全管理の行き届く需
要家を対象とし、検証を実施）

メーカー 材質 口径 可とう性 耐圧 水素透過性 準拠規格
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ISO16486、
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水素配管の将来的な国内製造に向け、2025年度
は国内外市場の配管材を調査。輸送管に求められる
可とう性や水素透過性において、イタリア製のPA12を
使用したコンポジット管が良好

 な性能を有することを確認。
2026年度は、本事業におけ

 る要求仕様の決定及び国内
 製配管の試作・評価を実施。

将来的な事業化に向け、本事業の展開可能性が高
いエリアや現行法規制について調査し、課題を抽出。
2025年度は、本事業の構築先である既存地下イン
フラの整備状況を整理し水素配管敷設の適用可能
性等を評価。2026年度以降、初期展開先として有
力な東京圏を中心に詳細な事業性評価等を予定。

1. 事故シナリオの整理と評価方針の確立
 想定される事故シナリオのうち水素と空気が混合する
事象を対象とし、各事象の進展を整理。
・輸送管内への空気混入
・配管システムから外部への水素放出
・配管システム内および地下空間内への水素漏洩

2. 漏洩挙動および影響評価実験
 安全性評価の課題となる
水素漏洩挙動および着火
時の影響を評価するための
実験用模擬配管系を設計。

漏洩箇所の想定例
着火位置の想定例

地下
管路

二重配管
（輸送管・シース管）

地下空間
(共同溝・マンホール等)

計測センサ
 (濃度・圧力
  ・温度・光)

クロージャ

評価対象
の概念図

右図：臨海副
都心における将
来の水素供給
イメージ

本事業で使用する水素パイプライン(二重配管)及び接続部に
使うクロージャ

FY25①着火による影響検証

FY25②模擬環境による複合検知技術検証

100m程度の水素パイプラインを敷設して疑
似的に水素を漏洩させ、センサ検知後に緊急
遮断弁などの安全装置や水素パージの機構
が確実に動作するか等の装置連動させた検
証を実施。

水素パイプライン(二重配管)に、様々な濃度
の水素を注入・着火
して、クロージャ及び
二重配管への爆発
の影響等を検証し、
データを取得。

2025年度調査配管

着火検証設備

2026年度は本事業における中間年度
として、以下を重点的に取り組む。

1. 複合検知技術の統合検証と緊急遮断連動
の実証

2. 模擬配管系での漏洩挙動および影響評価
3. 経済性分析・計量方法検討と事業化要件

整理
4. 国内製配管の試作・評価
5. 臨海副都心共同溝等の実証環境整備と都

事業連携

既存地下インフラ 整備状況

電線共同溝 ・整備延長約1万km（2024年度末）

とう道 ・NTTとう道：計651km

管路 ・NTT管路：計62万km ※総管路延長

幹線共同溝 ・東京圏：約150km

供給管共同溝 ・共同溝整備延長：約96km
・専用とう道整備延長：約32km
・合計：約128km（推計値）

電線共同溝は、整備時期
が古いほど断面に余裕があり
敷設可能性が高い。
NTTとう道・管路整備率は
東京が突出し、大阪・神奈
川が続く。

内管と外被シースの二重構造

クロージャ(単体)

水素センサや圧力センサを内蔵し、
      漏洩を検知

研究開発項目・担当 2025年度 2026年度 2027年度

1.既存インフラへの適用
   を踏まえた技術開発

NTTアドバンステクノロジ
（NTTインフラネット）

2.二重配管方式水素
   輸送システムの安全性
評価研究

NTTアノードエナジー
(産業技術総合研究所)

3.水素供給モデルの需
   要及び計量方法等に
   関する調査

NTTアノードエナジー

4.二重配管方式の輸送
   管の国内サプライチェ
ーン構築
NTTアノードエナジー

5.研究実証フィールド
調整/提供・都事業連携

東京都港湾局

国内水素SC動向調査
利用機器調査 水素供給モデルの将来像に関する調査

水素輸送コスト/利用機器/
計量方法の情報収集・整理

計量ヒアリング（業界団体、メーカー他）

水素供給側対応能力/展開エリア抽出/
既存地下インフラ調査・ヒアリング 経済成立性/展開性/計量方法取りまとめ

事故シナリオ評価方針整理
環境整備
予備試験 漏洩挙動(配管)

影響評価(配管)

漏洩挙動(空間・外部)

（シナリオ更新・高リスク事象抽出・評価結果反映）

影響評価・影響低減化評価(空間)

配管部漏洩
検知指針検討

空間漏洩検知指針
影響低減策検討

安全策
取りまとめ

検証設備構築（中央防波堤）

検証実施、データ取得

監視系システム検討・作成

実フィールド環境整備（共同溝）

取りまとめ

実フィールド検証（臨海副都心）

②輸送管の国内製造に向けた仕様策定および試作品の製作等

輸送管の仕様整理・試作輸送管の要件整理 基本性能検証（ラボ試験）

共同溝フィールド調整/提供・都事業連携

資器材調達

取りまとめ

輸送管の調査・情報整理

①使用環境に適した輸送管の調査

実装検討 実装評価検証（施工・運用） 取りまとめ

試験準備

二重配管

本事業の成果をもとに、「ガス工作物の技術上の基準を定める省令」第64
条に基づく付臭代替措置として、大臣特認を得た上で事業展開をめざす。
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